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瓦礫撤去後も、ひっくり返った車がそのまま。

福島の津波の被災地は復興がすすまず、見渡す限りの

草原は、かつて住宅が立ち並んでいた。（南相馬市）

ようやく瓦礫が撤去されたが…。(新地町)
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放射能に汚染された物質が入った黒い

袋がいたるところに。(川俣町)
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放射線測定器を借りて測定

(浪江町入り口)
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立ち入り禁止(浪江町入り口)

自動車内には、ドリンクカップが

そのままに。

（浪江町入り口近くの駐車場）



津波で 1階部分が破壊されたままの家

（南相馬市）

レクチャーを受ける参加者
福井県民生協組合員･職員の手作りコー

スターをお渡ししました。

居住制限区域。人の気配がまったくな

い。（南相馬市小高地区）

2011 年 3月 11 日から時間が止まっている、

小高駅の自転車小屋。

おいしいと評判だったケーキ屋さん。

入り口の黒板には、社員から社長へ「また、

一緒に仕事しましょう！」とのメッセージが。

（南相馬市小高地区）
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川の向こうにはまだ瓦礫の山が…。

(南相馬市)


